
春日キャンプ場施設改修工事

要求水準書

令和 5年１０月

福崎町農林振興課



１．要求水準書の意義
この要求水準書は、「春日キャンプ場施設改修工事公募型プロポーザル」の参加者に求める提案の前

提条件とする要求水準を示すものである。参加者は、以下に明記されている事項（以下「要求水準」と
いう。）を満たした上で提案を行うことができる。また、請負者は、本工事の工事期間にわたって要求
水準書を遵守しなければならない。

２．工事内容
既設バンガローの解体及びウッドデッキの設置に係る設計製作及び設置工事一式
（設計・施工一括発注）

３．要求水準
(1)目的物に関する事項
ア 設置箇所

兵庫県神崎郡福崎町八千種 地内
春日キャンプ場内（別添「位置図」「平面図」参照 ※施設改修箇所は位置指定あり）

イ 設置施設
(ｱ)ウッドデッキ 一式

※作成要領第 1項の様式 2-2（提案書②）に記載した請負希望金額の範囲内で追加して実施可能な
提案があれば積極的な追加提案を求める。

ウ 設計指針
(ｱ)デザインや色合い等について、周囲と調和のとれた施設であること。
(ｲ)空いているスペースを有効に活用すること。
(ｳ)当該工事に使用する部材は木製とし、原則として兵庫県神崎郡地域産の木材を使用すること。
なお、上記によることができない事情があり、町長が認めた場合に限り、兵庫県産木材を使用
することができるものとする。
また、以下の団体による兵庫県神崎郡地域産材証明書の発行を受けること。
<証明団体>
・兵庫県木材業協同組合連合会
・ひょうご森林林業協同組合連合会

(ｴ)防腐処理として酸化亜鉛樹脂含浸処理（薬剤は、重金属〔銅及びクロム〕及び殺虫剤系を含
まない無公害薬液を使用し、JAS A9002 に基づく加圧式保存処理方法を用い、自然養生後蒸
気加熱処理を行い、薬剤の溶脱を防いだ方法による）されたものと同等以上の品質を有する処
理を行った材料を使用すること。

(ｵ)防腐処理については 10 年間の品質保証を行うこと。
※品質保証の内容
木製部材単位で状況を確認し、全面的に軽度の腐朽または蟻害が発生し、更に部分的に激し
い腐朽または蟻害が発生した部材については部材の交換を行うこと。

(ｶ)構成する部材の取り替えが容易な構造とすること。



(ｷ)プレカットは防腐処理前に行うこと。
(ｸ)施設改修工事施工の支障となる支障木の伐採を含むこと。
(ｹ)解体する既設バンガローの屋根部材はアスベストを含有しているため、建築物解体工事共通
仕様書、その他関係法規を準拠して適切に処理を行うこと。

(ｺ)既設バンガローに附属している給水管と排水管を生かし、ウッドデッキ周辺に水栓を 1栓以
上設置すること。また、その排水は既設の排水管に接続すること。

(ｻ)ウッドデッキに単相 100Ｖを 2口利用可能なＡＣ電源を設置すること。なお、屋外であるた
め漏電等が起こらないよう適切に処理すること。

(ｼ)施設に関する要件は下記のとおりとする。

(2)提案上限額
５,２００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）

４．技術提案を求める範囲
(1)ウッドデッキ
(2)事業費

５．施工条件
(1)履行期限
令和 6年 3 月２９日限りとする。

(2)キャンプ場南東の出入口（別添「平面図」参照）より資材等の搬入・搬出を行うものとし、キャン
プ場敷地内の構造物等に損傷を与えないよう養生を行うこと。

(3)施工可能時間帯
９時〜17時（日曜日・祝日を除く）
ただし、発注者が認める場合はこの限りでない。

(4)受注者は、契約後 4週間以内に詳細図面の作成を完了させること。
(5)詳細図面等について監督員の承認を受けた後に材料の手配を行うこと。また、材料の検測を行う場
合は、事前に監督員へ連絡してから確認のもと検測の写真を撮影すること。

(6)工事写真作成の際は、工事内容をよく把握し、工程毎に各段階（着手前、完成、施工状況、出来高
管理、その他）を整理し、工事過程が容易に把握できるようにすること。

ウッドデッキ

・周囲と調和のとれたデザインや色合い等とすること。
・ウッドデッキの平面寸法は 4ｍ×6ｍを標準とする。
・設置場所は別添 1参照のこと。
・部材の塗装には浸透性塗料を使用すること。
・使用する金物は溶融亜鉛メッキまたはＳＵＳとすること。
・三方に転落防止柵を設置すること。
・テント設営のための固定具を適切に設置すること。
・部材の取り替えが容易な構造とすること。



(7)施設の品質確認検査（部材防腐処理前後の状況、塗装前後の状況等）・竣工時の社内検査（出来高確
認）の状況写真を提出すること。

(8)工事着手後は、作業範囲に工事関係者以外の立入りがないよう進入防止柵・単管バリケード等を設
置すること。工事中は、キャンプ場敷地内外の第三者に対する安全を第一とし、必要に応じて交通誘
導員を配置する等の安全対策を行うこと。

(9)工事に伴い周辺の既設施設等を破損した場合は、受注者により補修等を行うこと。
(10)工事工程については、事前に発注者と綿密な協議を行うこと。



八千種自然活用村
春日キャンプ場



既設バンガロー解体及び
ウッドデッキ設置箇所
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